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沖縄の「伝統食」継承に関する調理学的研究（第１報）

－高校生の実態・意識調査を中心に－

田原美和＊

ACulinaryStudyoftheTraditionalFoodContinuationinOkinawa（Partl）
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る品目が約2／3を占めた。一方、行事食として食

べている上位20品目をみると白もち、ムーチー

(鬼餅)、田芋ディンガク、カステラカマポコ、豚

中身の吸い物等が上位であった。沖縄県は国内で

も唯一、亜熱帯性気候に属し、かつては琉球王国

として独立し、中国、東南アジアとの交易、戦後

の米国統治といった歴史的背景をもち、沖縄の伝

統食には日本本土とは異質なものも多くみられた。

これまで筆者は、高校家庭科食生活領域の中で

沖縄の食生活の変遷や食文化に関する地域特性の

指導内容および教材・資料の検討を行ってき

た爪Ｈ１。現行の学習指導要領では、普通教育に関

する教科「家庭｣、科目「家庭総合」では生活を

科学的に理解するとともに生活文化の視点で捉え

ることに重点がおかれ、科目「フードデザイン」

｢食文化」においても郷土料理をはじめとする地

域の食生活文化が重視されている,)。また、国民

の健康の増進、生活の質の向上及び食料の安定供

給の確保を図るため、平成12年には文部省（文部

科学省）・厚生省（厚生労働省）・農林水産省合

同の「新しい食生活指針」が策定され、実践のた

めに取り組むべき具体的な内容の中に、「食文化

や地域の産物の活用」が定められた。2005年には

栄養教諭制度、食育基本法の制定等、学校教育を

含め社会全体で食に関する取り組みがなされてい

る。しかし、食生活の基本はあくまでも家庭であ

り、家庭生活における食に関する営み、特に地域

で伝承されてきた先人の知恵である伝統食(縦!）

近年、核家族化の拡大、食生活の画一化・簡便

化等によりこれまで地域や家庭で受け継がれてき

た郷土料理や行事食が伝承されにくい現状にあ

る'～3)。富岡（2004）は郷土料理を「地域のさま

ざまな条件のもとで産せられた特産物を主な食材

としてその土地の生活のなかで生み出され、育ま

れ伝えられてきたその土地に共通性のある特定の

食形態をもった料理｣仰と定義し、松下（1993）

は行事食を「年間で一定の時期に行われる年中行

事の日に特別につくられる食べ物｣5)としており、

いずれも先人の食生活の知恵や工夫が伝承されて

きたものといえる。

農林水産省「平成13年度地域資源の維持管理・

活性化に関する実態調査結果報告書伝統食を含

む食文化の継承及び地域産物の活用への取組状況」

では、主にその地域で生産される農林水産物を用

いて加工・調理された食物で、その地域の風土や

習慣に合わせて長い年月をかけて形作られたもの、

多少現代風にアレンジされたものを伝統食とし、

日常的に家庭で食べている．行事食として食べて

いる伝統食の全国調査の結果いを報告している。

沖縄県の家庭で日常的に食べている伝統食の上位

20品目は、ソーメンチャンプルー、キャベツと豆

腐の妙め物、沖縄そば、ゴーヤーチャンブルー、

もやしと豆腐の妙め物等、他府県と比較し油脂類

を用いる調理法が多く、手軽で短時間に調理でき

＊家政教育
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を現在の食生活に取り入れ、実践・創造していく

ことは、育った地域環境への理解、地産地消の視

点からも重要である。

そこで本研究では、沖縄県内の親・子・孫を対

象とした伝統食に関する実態・意識調査を行い、

親から子、孫へと継承されている料理、継承に対

する今後の意識等を分析し、調理学的視点から

｢伝統食」継承に関する実態を把握する事を目的

とした。なお、本報では孫世代の高校生を中心に

その一部を報告する。

２．調査内容

質問紙調査の内容は、属性、家庭での食事作り、

親または祖父母と一緒に料理をした経験等、以下

表４の通りである。

表４調査項目

属性（性別、学年、調査地域、同居している人）

家庭での食事作り担当者（二人までの重複回答）

食事作りの頻度

親と一緒に料理をした経験

祖父母と一緒に料理をした経験

知っている沖縄の伝統食・調理法

親から習った経験のある沖縄の伝統食・調理法

祖父母から習った経験のある沖縄の伝統食・

調理法

自分で作れる沖縄の伝統食・調理法

重詰め料理を作った経験と継承に対する意識

沖縄の伝統食に対･するイメージと継承に対す

る意識

沖縄の伝統食を継承するためにはどうしたら

よいのか（自由記述）

１
２
３
４
５
６
７
８

Ⅱ、調査方法
９
Ⅲ
Ⅲ

１．調査対象および方法

沖縄本島・離島地域在住の600組の親・子・孫

を対･象に、沖縄の伝統食に関する質問紙法による

調査を実施した。実施期間は2006年12月～2007年

６月、各地域の普通科を設置する県立高等学校の

学校長、家庭科教諭ＰＴＡと連携しながら高校

生は留置法、親・祖父母用は郵送法による調査を

実施した。有効回収率は高校生85.2％（511名)、

親11.5％（69名)、祖父母5.8％（35名）であった。

本報の対象者である高校生（生徒）のみの内訳を

性別、学年、地域、同居している人を分類して表

１～３に示す。

表１学年と性別

1２

３．分析方法

質問紙調査の集計・分析は統計処理ソフト

SPSS150Jを用い、単純集計、男女のクロス集計

を行った。クロス集計の検定はPersonのＸ２検

定を用い、平均値の検定はｔ検定を行った。

Ⅲ、結果および考察

～

学年～ １．家庭での食事作り

家庭でよく食事を作る人（二人までの重複回答）

は、母親が最も多く454人、父親131人、本人66人、

祖母58人、姉42人、以下図１の通りあった。家庭

の食事作りは母親中心ではあるが、祖母と同居し

ている場合は、約６割の祖母が食事作りに関わっ

ていた。

合計(人）
:へ 1年生’２年生’３年生

男子 8２１１３３１３０１２４５

女子 9７１１３０３９１２６６

合計(人）’１７９１２６３１６９１５１］

表２調査地域と性別

～ 本島｜宮古｜八重山｜合計(人）

男子’１６５１２２１５８１２４５
4５４

女子’１７１１３３１６２１２６６

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

５
４
３
２
１

人

合計(人）’３３６１５５１１２０１５１１

.１３１

表３同居している人 ５８６６
１２１ ，i雷１，凹ⅡH■１１旦鳥-,-ユ

●
□

父’母’兄’姉’弟
'千゛ｑＵや鞭

聯徽櫻薇繊
、＝５１１

410１４６５１１２６１１３２１１９２

妹｜祖父｜祖母｜その他
図１家庭でよく食事を作る人（２人までの重複

回答）176１５４１１０２１３６

－２０８－

学年

1年414 2律生 ３ｆｌｆ生
合寄.．(人）

男子 8２ 133
「､Ｊ、

』し 245

女子 9７ 13(） 3９ 266

合計(人） 179 263 6９ 511

!￣､田､～､～､q- 水島 宮｢｛ 八重;l： 合計(人）

男.「 ]６５ 2２ 5８ 245

女子 1７１ 3３ 6２ 266

合扁:（人） 336 【)(』 12(） 511

父 日 兄 姉 弟

410 465 126 1８ 1９

妹 祖父 祖母 その他

176 5４ 102 3６

１３１
F-ﾛ

５８６６
８黒６’２，両．，’３
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２．高校生の食事作りの頻度

家庭での食事作りの頻度を質問した結果は図２

の通りであった。「全く作らない」と回答した者

は男子111人（45.5％）と約半数を占め、女子で

は69人（26％）であった。一方、よく作る（２日

に１回程度）・時々作る（１週間にｌ～２回）と

回答した者と合わせると男子で63人（25.8％)、

女子では96人（362％）で、女子の方が家庭の食

事作りに携わっていた。（Ｘ２＝21.15ｐ<001)。

４．祖父母と一緒に料理をした経験

祖父-母との食事作りに関しては、図４の通り

｢よくある」「時々ある」と回答した者を合計して

も女子で70人（26.5％)、男子では23人（9.4％）

と僅かであった。特に男子では「全くない」との

回答が166人（688％）と約７割を占め男女に差

がみられた（Ｘ２＝３４１１ｐ<001)。また生徒は

祖父母、特に祖母と同居している場合、一緒に料

理をした経験が「よくある」｢時々ある」と回答し

た者が325％であった。同居していない者の１４８

％と比較すると、同居している方が共に料鬘理をす

る頻度の高い事がわかる（Ｘ２＝24.41ｐ<001)。
｡全く作らない

男子 乳515 28.7 176182

□あまり作らない(月に１－
m程度）

□時々作る(1週間に1-2
回程度）

□よく作る(2日に１回程度）

n=244

ﾛ全くない

籔蕊議蕊 |`2１男子

､=243

222 ２

lｌｉＩｊｌ女子|灘6鷺 37.7 2503

□あまりない
n=265

ﾛ時々ある0％

;Ｉ鑪讓ｉｉ灘翻剛lIl：
50％ 100％

β<001 女子

､二264

:１２Ｍ 231 ,４

回よくある
図２家庭での食事作りの頻度

0％ HIH 100％

p<0001

３．親と一緒に料理をした経験

親（母親または父親）と一緒に料理した経験に

ついて質問した結果を図３に示す。具体的な頻度

に関しては、今後詳細な調査が必要と思われるが、

女子は「よくある」５０人（19％)、「時々ある」

136人（517％）で、男子では「よくある」８人

(ａ3％)、「時々ある」７２人（29.4％）と女子が有

意に高かった（ｘ２＝88.33ｐ<001)。

図４祖父母と一緒に料理した経験

５．高校生の知っている伝統食・調理法

あなたの知っている沖縄の伝統食や調理法(池2）

は何かとの質問に対する結果は表５の通りであっ

た。１位は沖縄そば497人（97.6％)、次いでサー

ターアンダギー472人（92.7％)、チャンプルー

(豆腐と野菜の妙め物）472人（92.7％)、ソーキ

汁467人（917％)、ソーメンチャンブルー461人

(906％)、ポーポー457人（89.8％)、アーサ汁455

名（89.4％)、ナカミ汁442人（86.8％)、ゆし豆

腐４３０人（84.5％）、もずくの酢の物４０９人

(80.4％）の順に多く、うち16品目で男女の認識

度に有意差がみられた（男子く女子)。

６．親・祖父母から習った伝統食・調理法

高校生が親・祖父母から習った経験のある伝統

食・調理法を表５に示す。親からは沖縄そば180

人（3ａ4％)、チャンプルー161人（316％)、ソー

メンチャンプル-137人（26.9％)、ポーポー135

人（26.5％)、サーターアンダギー131人（25.7％）

il
l

ﾛ全くない

□あまりない

□時々ある

□よくある

男子

n二245

1１２２ 453 29.4

,Ｉ
?:１

女子

n=263

1９24.7 卜５１．７

0％ 50％ 100％

p<001

図３親との食事作りの経験

－２０９－
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表５高校生の伝統食・調理法に関する項目一覧

＊ｐ<､0５＊＊ｐ＜､０１ ｎ=509（％）

(男子244人、女子265人）

－２１０－

伝統食・調理法
知って

いる

男女の

有意差

五ら
た

か
つ
親
習 男女の

有意差

祖父母か

ら習った

男女の

有意差

自分で

作れる

男女の

有意差

１沖縄そば 497(97.6） 180(354）
＊＊

40（7.9） 125(24.6）

２クファジューシ_ 228(448） 24（４７）
＊＊

9（1.8）
＊

11（2.2）

３足ティビチ 405(79.6） 18（3.5） 1１（2.2） 5（１０）

４イナムドゥチ 399(78.5）
＊＊

44（8.6）
＊

1４（2.8） 25（４９）
＊＊

５もずくの酢物 409(80.4） 45（8.8）
＊＊

15（2.9）
＊

40（７９）
＊＊

６クーブイリチー 245(481） 1７（3.3） 1０（2.0） 7（1.4）

７耳皮のさしみ 117(23.0） 3（0.6） 3（０６） 3（0.6）

８ラフテー 405(79.6） 31（6.1） 1４（2.8） 13（2.6）

９ナカミ汁 442(86.8）
＊

70(13.8）
＊＊

38（7.5）
＊＊

19（3.7）
＊

１０田芋ディンガク 169(33.2）
＊＊

18（３５）
＊

11（2.2）
＊＊

10（2.0）

１１ソーキ汁 467(91.7） 49（9.6）
＊＊

16（3.1）
＊＊

18（3.5）

１２昆布巻き 336(66.0）
＊

22（４３）
＊＊

23（４５）
＊＊

11（２２）

１３ジーマミ豆腐 393(77.2） 1５（2.9）
＊

8（1.6） 8（１６）

１４ヘチマの味噌煮 297(58.3）
＊

50（9.8）
＊＊

1５（2.9）
＊＊

26（5.1）
＊＊

１５ミヌダル 1５（2.9） 2（0.4） 1（0.2） 1（0.2）

１６菜飯 50（9.8） 4（0.8） 2（0.4） 3（0.6）

１７沖縄風天ぷら 270(53.0） 42（8.3）
＊＊

22（4.3）
＊＊

18（3.5）
＊＊

１８ドゥルワカシー 19（３７） l（0.2） 1（0.2） 1（0.2）

１９ソーメンチャンプルー 461(90.6）
＊＊

137(269）
＊＊

43（8.4）
＊

116(228）
＊＊

２０アーサ汁 455(89.4）
＊

85(16.7）
＊＊

22（４３）
＊＊

51(１０．０）
＊＊

２１ゆし豆腐 430(84.5） 66(130）
＊＊

20（3.9）
＊＊

36（7.1）
＊＊

２２アンダンス 143(28.1） 15（2.9） 8（1.6） 9（１８）

２３ンムクジプットルー 31（6.1） 3（0.6） 1（0.2） 2（0.4）

２４ウサチ 1６（3.1） 1（0.2） 1（0.2） 1（0.2）

２５ビラガラマチ 8（1.6）
＊

l（0.2） 1（０２） 1（0.2）

２６モーイドウフ 98(19.3）
＊＊

6（１２） 3（0.6） 2（0.4）

２７イカ墨汁 379(745）
＊

26（5.1）
＊

15（2.9） 9（1.8）

２８ウ ドウフ 1９（3.7） 1（０２） 2（０４） 1（０２）

２９ンムニー 132(25.9）
＊＊

21（４１）
＊＊

1０（2.0）
＊

9（1.8）

３０マース煮 175(344） 1７（3.3） 7（1.4） 5（1.0）

３１ンブシー 55(10.8） 4（０８） 6（1.2） 2（0.4）

３２スーネー 1４（2.8） l（０２） 1（0.2） ０

３３東道盆 17（3.3） 1（０２） l（0.2） ０

３４シンジ 9（１８）
＊

l（0.2） 2（0.4） ０

３５チヤンプルー 472(92.7）
＊

161(31.6）
＊＊

42（8.3）
＊＊

159(312）
＊＊

３６イリチー 282(554）
＊＊

34（6.7）
＊＊

13（2.6）
＊＊

24（4.7）
＊＊

３７アマガシ 137(269） 8（１６） 4（０８） 3（0.6）

３８ポーポー 457(89.8） 135(26.5）
＊＊

45（8.8）
＊

131(25.7）
＊＊

３９チンピン 190(37.3）
＊

40（7.9）
＊

１０（2.0） 35（６９）
＊＊

４０サーターアンダギー 472(92.7）
＊＊

131(25.7）
＊＊

77(15.1）
＊＊

100(196）
＊＊
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の順に多かった。一方、祖父母からはサーター

アンダギー77人（15.1％)、ポーポー45人（８８％)、

ソーメンチャンブルー43人（8.4％)、チャンプルー

42人（8.3％)、沖縄そば40人（7.9％）と親と比

較し習った経験のある品目、人数ともに少なくなっ

た。

７．自分で作れる伝統食・調理法

実際に自分で作れる伝統食・調理法は何かの問

いに対し、チャンプルー159人（31.2％)、ポーポー

135人（265％)、沖縄そば125人（24.6％)、ソー

メンチャンブルー116人（228％)、サーターアン

ダギー100人（19.6％）以下表５の通りであった。

いずれも油脂類を用い、比較的手軽に料理出来る

ものが上位を占めた。金城・田原が1997年に沖縄

県内の高校生を対象に実施した「自分で作れる郷

土料理｣10)とほぼ同じ料理であり、今回の調査結

果からも県内高校生の伝統食の継承は、油脂類を

用いたチャンプルー料理が中心であることがわか

る。男女差をみると、１３品目で女子の方が実際に

自分で作れると回答した者が有意に高かった。高

校生が実際に自分で作れる料理は、親、祖父母か

ら習った経験のあるものとほぼ一致しており、家

庭における親、祖父母と料藝理をする．習う経験が

重要である。

なお、今回は使用する食材の種類や加工品等に

ついては、詳細に調査する事が出来なかったため、

今後の課題としたい。

８．沖縄の伝統食・調理法

沖縄の代表的な伝統食・調理法である「マース

煮：魚の塩蒸し｣1,,「ンブシー：豆腐、豚肉、季

節の野菜などを豚だしと味１１曽でやわらかく煮込ん

だ汁気の多い煮物｣'2)、「イリチー：沖縄風の煮物

の－種で、汁っぽくない妙め煮｣'3)をあげ、その

認識度や親・祖父母から習った経験、実際に自分

で調理できるかの結果を表５に示す。「マース煮」

を知っていると回答した生徒は175人（344％）

に対し、習った経験のある者はそれぞれ親17人

(ａ3％)、祖父母７人（1.4％)、実際に自分で作

れると回答した者は５人（１０％）と僅かであっ

た。同様に「ンブシー」を知っていると回答した

生徒は55人（10.8％)、習った経験のある者はそ

れぞれ親４人（0.8％)、祖父母６人（1.2％)、実

際に作れると回答した者は２人（0.4％）であっ

た。しかし、表５のなかでンブシーと同様の調理

法を用いるヘチマの味噌煮'川5)に関しては約６０

％の者が知っており、また約５％の生徒は作れる

と回答している事から、生徒が認識している料繧理

名と沖縄の伝統的な調理法を用いた料理名が一致

していない事も認識度を低くしている要因の一つ

と思われる。今後は地域独特の料理名を生徒がよ

り理解しやすい方法で調査する必要がある。また

｢イリチー」に関しては、知っていると回答した

生徒は282人（55.4％）に対し、実際に作れると

した者は24人（４７％）と僅かであった。沖縄の

伝統食。調理法は高校生の段階では認識はしても、

家庭で調理をしない者には継承されにくいことが

推察できる。

９．重詰め料理を作った経験と継承に対する意識

重詰め料藝理は沖縄で祖先供養のさいに重箱に詰

められる料理で、餅の重詰めと乾肴の重詰めがセッ

トになっており、乾肴には豚肉・昆布の煮染め、

天ぷら、かまぼこ、揚げ豆腐などがある１６｣７１。清

明祭や盆、彼岸などの行事の供物であるが、高校

生は実際に作った経験はあるかどうか、また継承

に対する意識や方法について考察する。

１）重詰め料鬘理を作った経験

「あなたは清明祭や盆などで童詰め料理を作っ

た経験がありますか」の問いに対し、「ある」と

回答した者は66人（13.3％)、「ない」は430人

(867％）であった。男女別にみると図５の通り

｢ある」と回答した者が女子で54人（212％)、男

子で12人（５％）と重詰め料鰺理を作った経験のあ

る者は僅かであった（ｘ２＝28.17ｐ<001)。家

庭では母親が主な調理担当者であり、また、重詰

め料理を作るには手間がかかること、各家庭のし

きたりや風習、仏壇の有無等により高校生には調

理経験が少ないものと推察する。

,Iｉ男子

､=2４１

9５

□なし

図ある

Ii2i鱒女子

､=255

7８８

ｐくり0１

0％ ５０％ 100％

図５重詰め料理を作った経験

－２１１－

9５！

li2i蕊78.8
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２）継承に対する意識

「あなたは重詰め料一理を継承していきたいか」

との問いに対し、「継承したい」「どちらかといえ

ば継承したい」と回答した者を合わせると女子で

211人（86.5％)、男子で170人（75.9％）であっ

た。図６に示したように継承に対する意識は高い

ものの（ｘ２＝１５４９ｐ＜01)、実際に作った経験

のある者は僅かで実態と意識に差がみられた。

回全て作る

lIqjl麹>:斜：
ｈ?■凸且笹

男子

n=178

4５52.2

□－部既製品

□購入１

．
６
．

・
８

iljml〔！女子

､二221

5２ 1.8

囚その他

0％ 50％ 100％ｎｓ

ﾛ継承したい

図７今後の重詰め料理の継承の方法iii;鰯男子

n=224

14719.4433

□どちらかといえば継

承したい 結果を男女別で比較してみると、図７の通り「－

部既製品を用いる」が男女とも約半数を占めた。

｢購入する」と回答した者は女子で8.6％、男子で

は101％おり、昨今はスーパーで重詰め料理を購

入する割合が増加傾向にあることから、重詰め料・

理は家庭で全て賄うというより、今後は更に外部

化するものと推察する。

□どちらかといえば継
承したくない

''８|,蕊ｌＨｉＢ女子

n=244

37.7

□継承したくない

0％ 50％ 100％

β<0１

図６重詰め料理の継承に対する意識

４）重詰め料理を継承したくない理由

重詰め料鬘理を「継承したくない」「どちらかと

いえば継承したくない」と回答した者にその理由

として最もよくあてはまる項目を選択させた所、

｢作り方がよくわからない」４１人（41.4％)、「継

３）重詰め料･理の継承の方法

重詰め料理を「継承したい」「どちらかといえ

ば継承したい」と回答した者に、今後どのような

かたちで継承して行きたいかその方法を質問した。

そう思う４
３．４６＊＊＊＊＊＊＊＊＊、Ｅ、ハーョ

a幾3343型 3.36＊＊
3.28噸|･･、

！
3.24

；露i;蝿

２９２．９５どちらかとい

えばそう思う３ lliii 囚女子

国男子

l-Jili！
どちらかとい

えばそう思わ
ない

２
＊ｐ＜０５

*＊ｐ＜､０１

樵＊＊ｐ＜､001

霞そう思わない１

の

図８伝統食のイメージや継承に対する今後の意識
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表６沖縄の伝統食を継承するにはどうしたらよいか（自由記述）

く家庭＞

・おば_から習う・親から習う.行事の時に祖母、母と一緒に作る．行事を大切にしたら続く

と思う・子や孫に沖縄の伝統的な料理を教えていけばいいと思う．ばあちゃんに聞いてみる。そ

してためしに食べる．頻繁にこんな料理を作ったら良いと思う。おじ－とかおば－とかが孫に教え

ていって孫も同じ事とか継いでやれば良いと思う・頑張って作ってみる．興味をもつ・伝統食

をもっと食べる.お菓子とか簡単に出来るものから料理を始める.親とのコミュニケーションの

ためにも一緒に作った方がよい.小さい頃からその料理に親しみを作る経験を持つ.おじ_おば－

とふれ合う機会が少ないし、たまに会っても話をする程度だから一人一人が意識しておじ－おば_に
習う事が大切

＜地域社会＞

・地域で料理教室・積極的に地域のお年寄りと交流する．子供会などで取り入れる．メディア
を使って料理を広める．無料で料理教室をひらく．県外の人にＰＲしたい．売っている商品と
一緒に作り方を学ぶ．知っている人が伝えていく．若者が沖縄の伝統にもっと興味を持たせるよ
うな取組が必要・沖縄の料理のよさを地域の人に教える。

く学校＞

・学校で学習する.学校給食にだす．学校で調理実習する.家庭科などで調理実習は沖縄の事
をしたらよいと思う.学校で沖縄の歴史、文化を学ぶ.学校で沖縄の料理について勉強とかした
方がいいと思う.友達同士で作ったら楽しいはず

く食材・調理法＞

・味付けや使う食材をかえる・ちょっと変えてみて、苦手な人でも食べられるようにする

くその他＞

・沖縄の料理をみんなが好きになる。そうすれば継承したいってみんながそう思う．方言も話せな

い若者が多い中、何かを残していかないといけない.現在の沖縄は外国の食品が中心となっていま
す。その影響からいろんな病気にかかったり、男性寿命が1位から26位と下回るなど現在の沖縄の危
機をひしひしと感じます。この状況を戻すには沖縄食について関心を持つこと、そして実践していく
こと（受け継いでいく）が求められます・自分自身も沖縄の伝統的な料理に誇りを持ち、私達の世
代がきちんと料理をしていく事が大切だと思います.あまり興味がないのでわからない

注）順不同。高校生の記述通りに掲載したものである。

えばそう思う」「４そう思う」の４段階評定で当

てはまる項目を選択してもらった。点数の高い程、

伝統食のイメージや継承する事に対して肯定的と

して捉えた。

「沖縄の伝統食は健康・長寿のイメージがある」

｢沖縄の誇りである」「継承していく必要がある」

｢家庭で作り方を学びたい」「学校で作り方を学び

たい」との問いに対し、男女ともに伝統食のイメー

ジや継承に対して肯定的な結果であった。４段階

評定の平均値を男女でｔ検定を行った結果、図８

に示した通り、いずれの項目も男子よりも女子の

方が肯定的なイメージや継承に対する意識は高かっ

た。

承する意味がよくわからない」２０人（202％)、

｢仏壇がないので必要性がない」19人（192％)、

｢その他」１０人（10.1％)、「わずらわしいから」

９人（9.1％）で男女の有意差はみられなかった

(Ｘ２＝２．４，．ｓ）。重詰め料理を継承したくな

い理由として、高校生の約４割が「作り方がわか

らないから」と回答しており、今後、家庭や学校・

地域で何らかのかたちで実際に作ってみる経験が

必要と思われる。

10．沖縄の伝統食のイメージや継承に対する今後

の意識

沖縄の伝統食に対するイメージや継承に関する

今後の意識等について、「’そう思わない」「２ど

ちらかといえばそう思わない」「３どちらかとい

－２１３－
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５．「今後、沖縄の伝統食を継承していくために

はどうしたらよいか」との問いに対し、祖母や母

親から習いたい、学校や地域で取り組みたい等の

要望が数多くあげられた。伝統食の継承には家庭、

学校、地域が連携し、異世代が一緒に調理を体験

する学習の場が必要である。

11．今後の「伝統食」継承の方法

自由記述で「沖縄の伝統食を継承していくため

にはどうしたらよいか」の問いに対し、237／511

人からの回答を得た。記述された内容を家庭、地

域社会、学校、その他に大別し表６に示す。最も

回答の多かった内容は「おば－（祖母）から習う」

次いで「親から習う」であった。また、「学校で

教える」「学校給食にだす」「地域で料理教室をす

る」「そのままの料理ではなく、新しい料理を創

作する」といった伝統食継承に対する肯定的な意

見が多く上げられた。

今後は更に家庭・地域・学校が連携しながら地

域の伝統食を含む食文化の継承に関する取り組み

が重要になる。

今回の調査で明らかになった事の１つに、現在

の高校生に沖縄の伝統食として継承されている主

な料理は油脂類を用い、簡便化した調理法の多い

事である。伝統食の継承とはいっても油脂類の過

剰摂取に留意し、栄養バランスのとれた食材の組

み合わせや沖縄の伝統的な調理法を見直し、各自

の食生活に取り入れていくことが重要である。

終わりに、本調査にご協力頂いた沖縄県立高等

学校の関係者の皆様、質問紙調査に回答して下さ

いました高校生、保護者、祖父母の方々に心より

御礼申し上げます。尚、本研究の一部は2007年度

日本調理科学会第40回大会で発表した。

Ⅳ．まとめ

県内の高校生を対象に沖縄の「伝統食」に関す

る実態・意識調査を行い、親から子、孫へと継承

されている料理、継承に対する今後の意識等を調

理学的視点から分析した結果は下記の通りである。

１．親と一緒に料理をした経験は、「よくある」

｢時々ある」と回答した者を合わせると男子で32.7

％女子では70.7％と、女子が有意に高かった。（ｐ

<001）一方、祖父母と一緒に料理をした経験は、

男子で9.4％、女子では26.5％と親と比較して少

なかった。

２．生徒が作れると回答した伝統食は、チヤンプ

ルー（豆腐と野菜の妙め物）31.2％、ポーポー

25.7％、沖縄そば24.6％、ソーメンチヤンブルー

22.8％、サーターアンダギー（砂糖天ぷら）１９６

％で、いずれも油脂類を用いる調理手法であった。

また、実際に作れると回答した伝統食は、親や祖

父母から習ったものとほぼ一致した。

３．沖縄の代表的な伝統食・調理法である「マー

ス煮」「ンブシー」「イリチー」を認識していても

親・祖父母から習った経験、実際に自分で調理で

きると回答した者は少なかった。

４．「伝統食を継承する必要はあるか」との問い

に対して、「そう思う」「どちらかといえばそう思

う」と回答した者を含めると男子で850％、女子

では91.8％と男女ともに継承に対する意識は高かっ

た。

注

(注１）本研究において伝統食は、その地域の風

土や習慣に合わせて長い年月をかけて形

作られたもの、多少現代風にアレンジさ

れたものも含み、新たに開拓された地域

等において入植者が当該地域に郷士食と

して新たに誕生させ、当該地域の住民に

広く定着しているものとし、広義にその

地域の郷土料理、行事食を含むものとし

た。

(注２）沖縄の伝統食や調理法に関する項目は、

農林水産省「平成13年度地域資源の維持

管理・活性化に関する実態調査結果報告

書」から沖縄の伝統食を参考にし、金城・

田原（2000）の先行研究より抽出したも

のである。
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